


「スタートアップトレンドレポート」は、韓国のスタートアップエコシステムの
プレイヤーが持つ認識やトレンドを把握するため、2014年からSTARTUP 
ALLIANCEとOpensurveyが共同実施しているアンケート調査であり、韓国の
スタートアップエコシステムのトレンドが見て取れる代表的な資料となります。

 スタートアップの起業家や従業員、大企業の従業員など約1,000人を対象に、
毎年同じ質問をすることで時代の流れの変化を読み取ります。また、その年に
おけるスタートアップエコシステムの話題に関する質問も投げかけることで、
新しいトレンドを把握しております。

「スタートアップトレンドレポート2024」には起業家250名、投資家200名、
大企業の従業員200名、スタートアップの従業員200名、就活生200名が参加し、
今年の特別アンケートでは「AIに関する認識」を追加しました。

スタートアップトレンドレポートの紹介



Opensurveyはアンケート調査に基づき、
市場や消費者に対する理解を提供します。
伝統的な老舗企業から時代を代表するユニ
コーン企業に至るまで、数多くの企業が
Opensurveyとともにデータに基づく合理
的な意思決定を行っております。

「データの新たな未来」
消費者データプラットフォーム企業、

Opensurvey

起業家およびエコシステムプレイヤーを繋ぐ
ネットワーキングプログラム、世界中のエコ
システムにおけるコミュニケーションプラッ
トフォームを提供するグローバルビジネス、
エコシステム情報をバランス良く提供するた
めのリサーチ活動など、エコシステムの好循
環のために様々なビジネスを展開しています。

STARTUP ALLIANCEは、韓国のスタート
アップエコシステムを活性化し、
そのプレイヤーをつなげるため、

2014年に発足された民間非営利組織です。







スタートアップトレンドレポート2024

 調査対象
：スタートアップエコシステムの中核プレイヤー
である「スタートアップの投資家」を追加

 特別アンケート
：全てのスタートアップエコシステムプレイヤー
が持つ「AIに関する認識」を把握





 対象：スタートアップの投資家（韓国名刺管理アプリRememberが持つ投資家DBを活用)
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 スタートアップの従業員200名
 対象：韓国スタートアップ/ベンチャー企業の従業員

 大企業の従業員200名
 対象：常勤従業員が1,000人以上の韓国大企業の従業員

 就活生200名
 対象：大学/大学院に通う就活生
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スタートアップの従業員 大企業の従業員起業家 就活生投資者
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スタートアップ起業家の
考え

スタートアップ全般の景気に対しては50.5点と評価し、64.8%が去年
と比較して否定的に変化したと認識されてます。困難な状況は続いてい
ますが、非常に厳しかった2023年に比べると改善傾向にあります。
スタートアップの資金調達も不景気など依然として厳しいが、去年より
は多少改善されています。

＃依然として厳しいが、去年より改善されたスタートアップの景気
＃2025年は経済が悪化し、厳しくなるとみられる
＃政府の資金確保/投資活性化及び規制緩和が求められる
＃政府支援事業への参加が増加

しかし、2025年は経済危機の可能性/景気後退が見込まれるため、今年
並みになるか、悪化すると予想されます。 

スタートアップへの投資/支援に積極的に取り組む企業としてはNAVERが
選ばれ、最も好ましいAC/VC/CVCとしてはBluepoint/Altos Ventures/
Kakao Venturesが挙げられました。
また、入居/活用したい創業支援センターとしてはソウル創業ハブが1位
となりました。

スタートアップエコシステムの活性化という面で政府の役割は54.6点と
評価され、それほど高くありません。エコシステムに基づく資金確保・
投資活性化、各種規制の緩和が必要だと感じており、特に優遇税制/減税
が求められています。
ベンチャー投資市場の低迷リスクに備えるため、売上の多角化戦略、政
府支援事業の推進、企業コストの節減、黒字事業への集中などを考えて
おり、2022年からは政府支援事業への参加を検討する割合が増加傾向に
あります。
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スタートアップ投資家の
考え

＃景気後退、高金利により資金調達が難しかった2024年のスタートアップ業界
＃2025年は景気状況による否定的な見通しと、利下げによる肯定的な見通しが交差
＃政府レベルの各種規制の緩和、エコシステムに基づく資金確保/投資活性化が必要
＃黒字事業への集中、コスト節減、売上の多角化戦略によって低迷リスクに備える

2024年、スタートアップ全般の雰囲気は52.6点と評価し、58.0%が
VCの消極的な投資/支援、新規ビジネス市場に対する参入環境の悪化等
によって、去年と比較して否定的に変化したと認識しています。

半分以上は景気後退、高金利/利上げなどの経済状況、及び投資市場の
萎縮の影響のため、今年は去年に比べて出資に苦労しています。

2025年には経済危機の可能性/経済状況の悪化による現状維持/否定的な
見通しと、金利変化による肯定的な見通しが交差しています。

ベンチャー投資市場の低迷リスクに備えて、スタートアップは黒字事業へ
の集中、コストの節減、売上の多角化戦略の用意が必要だと考えます。

スタートアップエコシステムを活性化するための政府の役割は55.8点と
評価し、今後政府レベルの各種規制の緩和及びエコシステムに基づく資
金確保/投資活性化が必要だと認識しています。



スタートアップトレンドレポート2024

エコシステムプレイヤーの
考え

#10人に3～4人だけがスタートアップに非常に満足または満足の意向あり
#金銭的報酬、リスク/不安定性、不十分な仕組みには不満
#10人に6人が投資市場の萎縮を感じており、半分以上が影響を受けている

スタートアップの従業員

#スタートアップに対する肯定的な認識は減少、否定的な認識は増加
#10人に2人だけが1年以内にスタートアップへの転職を考えている
#厳しいワークライフバランス、低い報酬、組織ビジョン/戦略の不安定性が障壁
#起業検討率も減少傾向

大企業の従業員

#若々しくて革新的なイメージは減少、不安定で/不透明なイメージは増加
#スタートアップへの就職が最有力ではないが、約44%が検討している

就活生
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2024 AIに関する
特別アンケートについて

#既に幅広く導入及び活用されているAI技術
#AIの導入以来、「結果データの分析及び解析能力」、「最新ツールの
効果的な活用能力」が重要な業務能力として求められる
#今後、最も有望だと思われるAI技術分野は「大規模言語モデル」分野

AIを活用できる分野の中で最も有望だと思われる分野としては、起業家
と投資家ともに「大規模言語モデル」を挙げました。起業家の多くは大
規模言語モデルのほかにAIエージェントを選択したことに対し、投資家
は汎用人工知能(AGI)を選択しています。

起業家、投資家及びスタートアップ/大企業の従業員の40%以上が既にAI
を会社/業務に活用しており、会社員の10人に6人がAIの業務導入を肯定
的に思っていると答えました。

AIを会社/業務に取り入れてからは「AIが出した結果データの分析/解析能
力」と「最新ツールを効果的に活用する能力」が重要な業務能力になると
思われます。
その中でも起業家は「効果的な活用能力」が、起業家以外の投資家及びス
タートアップ/大企業の従業員は「データ分析及び解析能力」が一番重要
だと答えたことが注目に値します。

投資家やスタートアップの従業員はAIの業務導入について個人で決定/
活用しているが、大企業の従業員は企業側の決定により組織的に導入/
活用していることが多いようです。
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本レポートはモバイルリサーチプラットフォーム会社であるOpensurveyと
スタートアップ支援ネットワークス非営利組織であるSTARTUP ALLIANCEが共同発行したものです。

Opensurvey：プロジェクトの設計、従業員及び就活生を対象とするアンケート調査、分析及びレポート作成
STARTUP ALLIANCE：プロジェクトの設計、最終レポートの監修
Remember：起業家を対象とするアンケート調査の参加者DBを提供

※レポートに記載されたデータ及びコンテンツの著作権はSTARTUP ALLIANCEとOpensurveyにあります。   Copyrightⓒ2024 Startupalliance · Opensurvey. All rights reserved.

レポート担当業務の範囲
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